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頼
を
得
る
た
め
出
雲
駐
屯
地

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と
い

う
テ
ー
マ
か
ら
会
議
は
進
め

ら
れ
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
は

災
害
派
遣
・
防
災
訓
練
及
び

駐
屯
地
行
事
（
広
報
）
や
部

外
行
事
支
援
に
つ
い
て
建
設

的
な
意
見
・
要
望
が
数
多
く

上
げ
ら
れ
熱
の
こ
も
っ
た
討

議
が
行
わ
れ
た
。

　

会
議
終
了
後
は
隊
員
食
堂

に
お
い
て
駐
屯
地
各

部
隊
長
を
交
え
て
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

会
食
が
行
わ
れ
、
駐

屯
地
と
地
域
の
一
体

化
及
び
防
衛
基
盤
の

拡
充
・
発
展
を
図
る

と
と
も
に
駐
屯
地
モ

ニ
タ
ー
の
方
々
に
委

嘱
期
間
の
労
を
ね
ぎ

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

発 行 所
編集協力

印 刷 所

島根県隊友会
出 雲 駐 屯 地
広 報 室
㈲福間秀文堂

　

平
成
28
年
１
月
24
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
強
い
寒
波
の
影

響
に
よ
り
、
浜
田
市
及
び
安
来
市
等
で
水
道
管
破
裂
な
ど
に

よ
り
断
水
が
起
き
た
。

　

出
雲
駐
屯
地
は
県
知
事
か
ら
の
災
害
派
遣
要
請
に
基
づ
き
、

給
水
支
援
を
行
っ
た
。

　

出
雲
駐
屯
地
か
ら
の
派
遣
規
模
は
浜
田
市
へ
隊
員
延
べ
22

名
、
車
両
18
両
。
総
給
水
量
６
，８
１
０
Ｌ
。
安
来
市
へ
人

員
10
名
の
他
、
第
８
普
通
科
連
隊
（
米
子
）
120
名
、
第
13

後
方
支
援
隊
（
海
田
市
）
20
名
と
延
べ
150
名
の
隊
員
・
延

べ
64
両
の
車
両
が
約
１

週
間
に
わ
た
っ
て
精
力

的
に
活
動
し
、
総
給
水

量
６
９
，
９
８
２
Ｌ
に

上
っ
た
。

　

こ
の
災
害
派
遣
活
動

に
対
し
、
出
雲
駐
屯
地

は
島
根
県
知
事
よ
り
感

謝
状
を
授
与
し
た
。

　

駐
屯
地
（
司
令　

安
河
内

２
佐
）
は
２
月
７
日
、
平
成

27
年
度
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
会

議
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
先
立
ち
部
隊
長
紹

介
、
司
令
挨
拶
、
平
成
27
年

度
広
報
行
事
説
明
を
駐
屯
地

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
対
し
て

行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
広
報
室
長
の
司

会
進
行
の
下
、
議
題
に
入
り
、

「
地
域
の
方
々
の
理
解
と
信

浜
田
・
安
来
に
て

　

駐
屯
地
の
隊
務
運
営
に
関
し
て
駐
屯
地
周
辺
に
住
居
す
る
方
々
の

意
見
・
要
望
な
ど
を
聴
取
し
、
駐
屯
地
と
地
域
社
会
と
の
一
体
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
年
間
活
動
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
あ
る
。

駐屯地モニター会議開催

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
制
度
と
は

給

水

支

援

実

施

▲県より感謝状を受ける司令

浜田市周布町にて

▲

給水支援活動の様子
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３
月
２
日
、
中
部
方
面
隊
の

４
コ
偵
察
隊
が
一
堂
に
会
し
、

偵
察
警
戒
車
に
よ
る
射
撃
の
腕

を
競
い
合
っ
た
「
平
成
27
年
度

方
面
隊
偵
察
警
戒
車
射
撃
競
技

会
」
が
、あ
い
ば
野
演
習
場
（
滋

賀
県
）
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。

　

各
偵
察
部
隊
か
ら
偵
察
警
戒

車
２
コ
班
（
１
コ
班
・
２
両
）

が
編
成
さ
れ
、
泥
ね
い
化
し
た

戦
車
射
場
で
車
載
機
関
銃
躍
進

射
撃
及
び
、
25
㎜
機
関
砲
躍
進

射
撃
の
課
目
で
競
い
合
っ
た
。

　

競
技
会
優
勝
を
目
標
に
練
成

し
て
き
た
第
13
偵
察
隊
（
隊
長

　

安
河
内
２
佐
）
は
、
そ
の
実

力
を
十
分
に
発
揮
し
て
、
他
の

偵
察
隊
に
は
成
し
得
な
か
っ
た

２
個
班
と
も
全
的
命
中
と
い
う

見
事
な
成
績
で
、
部
隊
対
抗
の

部
の
優
勝
を
収
め
た
。

　

競
技
会
に
参
加
し
た
隊
員
達

は
、
こ
の
優
勝
に
驕
る
こ
と
な

く
更
な
る
戦
闘
射
撃
練
度
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
語
っ

て
い
た
。

　

尚
、
第
13
後
方
支
援
隊
第
２

整
備
中
隊
偵
察
直
接
支
援
小

隊
（
小
隊
長　

中
村
２
尉
）
は
、

直
接
支
援
隊
の
部
に
お
い
て
優

勝
の
栄
誉
を
収
め
た
。

　

第
304
施
設
隊
（
隊
長　

渡
邉

２
佐
）
は
、
平
成
28
年
３
月
１

日
か
ら
３
月
３
日
（
一
部
は
２

月
24
日
個
人
走
に
参
加
）
ま
で

の
間
、
大
久
保
駐
屯
地
で
行
わ

れ
た
平
成
27
年
度
団
戦
技
競
技

会
に
参
加
し
た
。
戦
技
種
目
は

持
続
走
（
個
人
走
及
び
断
郊

走
）、
銃
剣
道
（
団
体
戦
及
び

個
人
戦
）
で
あ
る
。

　
「
強
固
な
団
結
、
厳
正
な
規

律
、
旺
盛
な
士
気
の
醸
成
に
よ

る
強
固
な
部
隊
の
育
成
」
を
目

的
と
し
た
団
戦
技
競
技
会
で
の

優
勝
を
目
指
し
、
今
年
の
１
月

５
日
よ
り
各
種
訓
練
・
特
別
勤

務
等
の
制
約
が
あ
る
な
か
、
本

格
的
に
練
成
を
開
始
し
、降
雨
・

雪
、
強
風
の
悪
天
候
及
び
厳
し

い
寒
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
「
奪

還
：
リ
ゲ
イ
ン
」・「
胴
上
げ
：

ト
ス
ア
ッ
プ
」
を
合
言
葉
に
、

全
隊
員
が
一
丸
と
な
っ
て
練
成

に
励
ん
だ
。

　

厳
し
い
練
成
の
結
果
、
競
技

会
本
番
に
お
い
て
、
施
設
隊
所

属
全
隊
員
が
一
丸
と
な
り
120
％

の
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
発
揮
し
、
持
続
走
個
人
走

「
第
１
位
」
断
郊
走
「
第
４
位
」、

銃
剣
道
団
体
「
第
２
位
」
を
獲

得
、そ
し
て
見
事
に
第
１
部「
総

合
優
勝
」
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
、

昨
年
度
の
雪
辱
を
果
た
す
こ
と

が
出
来
た
。

　

隊
員
一
同
、
来
年
度
の
団
戦

技
競
技
会
に
お
い
て
も
連
覇
達

成
を
目
標
に
日
々
の
練
成
を

誓
っ
た
。

▲

表
彰
さ
れ
る
第
13
偵
察
隊

方面隊偵察警戒車射撃競技会

平成27年度団戦技競技会

優 勝

総 合 優 勝
▲射撃を行う偵察警戒車

▲

胴
上
げ
さ
れ
る
第
13
偵
察
隊
長

▲表彰される第304施設隊 ▲奮闘する第304施設隊選手

▲

力
走
す
る
第
304
施
設
隊
の
隊
員
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認
識
を
深
め
、
出
雲
駐
屯
地
を

後
に
し
た
。

　

平
成
28
年
１
月
22
日
、
駐

屯
地
は
東
京
工
科
大
学　

落

合
浩
太
郎
准
教
授
を
招
き

「
２
０
１
６
年
世
界
の
展
望（
リ

ス
ク
）」
と
い
う
演
題
で
講
話

頂
い
た
。

　

当
初
、
駐
屯
地
司
令
よ
り
落

合
准
教
授
の
紹
介
が
あ
っ
た
後
、

肉
声
の
大
き
な
声
に
よ
る
先
生

の
講
話
は
会
場
の
隊
員
達
を
忽

ち
惹
き
込
ん
で
い
っ
た
。

　

講
話
内
容
は
「
連
続
性
バ
イ

ア
ス
」「
経
済
」「
中
国
」「
北

朝
鮮
」「
ロ
シ
ア
」「
Ｉ
Ｓ
」「
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
」「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
」「
ア
メ
リ
カ
」「
サ
イ
バ
ー
」

と
い
ず
れ
も
先
行
き
不
透
明
で

難
し
い
内
容
で
は
あ
っ
た
が
、

解
り
や
す
い
丁
寧
な
説
明
で
、

　

２
月
24
日
、
鳥
取
県
倉
吉
父

兄
会
20
名
の
方
々
が
駐
屯
地
見

学
に
来
駐
さ
れ
た
。

　

見
学
者
は
先
ず
、
広
報
室
長

よ
り
駐
屯
地
の
概
要
説
明
を
受

け
、
駐
屯
地
資
料
室
を
見
学
し

た
後
、
隊
員
食
堂
に
移
動
し
、

鳥
取
県
中
部
出
身
隊
員
同
席
で

昼
食
を
喫
食
し
た
。

　

見
学
者
の
方
々
は
顔
見
知
り

の
隊
員
を
激
励
す
る
等
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
の
昼
食
会

と
な
っ
た
。

　

短
い
時
間
の
駐
屯
地
見
学
で

は
あ
っ
た
が
、
カ
メ
ラ
を
片
手

に
資
料
室
等
を
撮
影
す
る
な
ど
、

沢
山
の
思
い
出
を
残
し
、
自
衛

隊
に
対
し
て
の
更
な
る
理
解
と

　

平
成
28
年
２
月
３
日
、
料
裡
亭　

灘
屋
（
出
雲
市
大
津
町
２
０
６
３

－

１
１
）
に
お
い
て
、
出
雲
駐
屯
地
を

知
る
会
、
出
雲
商
工
会
議
所
副
会
頭

及
び
出
雲
駐
屯
地
駐
屯
部
隊
長
等
に

よ
る
新
年
会
が
行
わ
れ
た
。

　

新
年
会
の
開
始
に
先
立
ち
、
出
雲

駐
屯
地
司
令
に
よ
り
、
本
年
１
月
に

行
っ
た
浜
田
市
及
び
安
来
市
に
対
す

る
災
害
派
遣
活
動
の
状
況
等
に
つ
い

て
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。

　

新
年
会

は
、
出
雲

駐
屯
地
の

行
事
や
防

衛
問
題
、

出
雲
駐
屯

地
を
知
る

会
が
来
年

度
計
画
す

る
沖
縄
研

修
の
話
題

で
盛
り
上

が
る
な
か
、

中
締
め
を

迎
え
た
。

▲部隊長と写真に収まる知る会会員の方々

　
　

３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す

　
　

４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
報
知
機
を
設
置

す
る

●
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
火
品
を
使
用
す
る

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

防
火
標
語

（
平
成
27
年
度
全
国
統
一
標
語
）

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

　
　
　
　
　
　

か
く
れ
ん
ぼ
」

　

平
成
28
年
１
月
５
日
、
駐
屯

地
剣
道
部
の
稽
古
始
め
を
実
施

し
た
。

　

部
員
全
員
揃
う
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
剣
道
部
員
の
他

２
名
の
部
外
剣
士
が
参
加
し
た
。

稽
古
は
、
基
本
打
ち
に
始
ま
り
、

地
稽
古
、打
ち
込
み
稽
古
な
ど
約

１
時
間
行
い
技
術
向
上
ま
た
精
神

隊
員
達
は
世
界
の
リ
ス
ク
に
つ

い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

講
話
終
了
後
、
隊
員
か
ら
出

た
質
問
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
回

答
し
て
い
た
だ
き
疑
問
を
払
拭

す
る
こ
と
が
で
き
、
世
界
情
勢

の
今
と
今
後
が
見
え
て
き
た
有

意
義
な
講
演
会
で
あ
っ
た
。

の
鍛
練
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

稽
古
後
は
駐
屯
地
厚
生
セ
ン

タ
ー
の
談
話
室
に
お
い
て
、
茶

話
会
を
開
き
今
年
一
年
の
活
躍

を
誓
い
あ
っ
た
。

　

本
年
も
稽
古
を
通
し
て
、
剣

術
を
磨
く
と
共
に
、
社
会
人
・

自
衛
官
と
し
て
の
人
間
形
成
に

励
ん
で
い
き
た
い
。

偵
察
隊　

３
等
陸
曹　

瀧
谷
正
志

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

間
、「
平
成
28
年
春
季
全
国
火

災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
、

出
雲
駐
屯
地
も
参
加
し
た
。

　

こ
の
間
、
駐
屯
地
で
は
隊
員

か
ら
標
語
を
募
集
・
掲
示
し
た

り
、
啓
蒙
放
送
を
行
う
な
ど
一

層
の
防
火
意
識
を
図
っ
た
。
ま

た
、駐
屯
地
警
備
幹
部（
日
野
１

尉
）
に
よ
る
消
火
器
の
取
り
扱

い
訓
練
、
万
が
一
に
備
え
て
の

火
災
呼
集
訓
練
な
ど
実
施
し
た
。

　

運
動
期
間
中
だ
け
に
限
ら
ず
、

今
後
も
出
雲
駐
屯
地
か
ら
火
災

を
出
し
て
は
な
ら
ぬ
と
、
隊
員

一
人
一
人
が
改
め
て
誓
い
を
立

て
た
。

▲

警
備
幹
部
に
よ
る
消
火
器
教
育

落
合
准
教
授
を
招
き
防
衛
講
話

駐
屯
地
剣
道
部
稽
古
始
め

倉
吉
父
兄
会
の
駐
屯
地
見
学

出
雲
駐
屯
地
を
知
る
会

と
の
新
年
会

平
成
28
年

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
参
加

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
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島
根
県
隊
友
会
（
会
長　

持

田
佳
郎
）
は
平
成
27
年
12
月
23

日
出
雲
駐
屯
地
（
司
令　

安
河

内
２
佐
）
餅
つ
き
行
事
に
、
会

長
以
下
11
名
が
参
加
し
、
隊
員

及
び
隊
員
家
族
と
の
絆
を
一
層

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

５
個
並
ぶ
臼
に
、
各
部
隊
は

杵
を
上
げ
て
の
勇
壮
な
餅
つ
き

「
よ
い
し
ょ
！
よ
い
し
ょ
！
」

の
掛
け
声
と
同
時
に
、
呼
吸
の

合
う
手
返
し
で
一
臼
、
二
臼
…

と
出
来
上
が
る
餅
に
子
供
達
も

大
喜
び
、
あ
ん
こ
・
き
な
粉
・

お
ろ
し
醤
油
餅
等
を
全
員
で
美

味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
斐
川
町
の
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
「
マ
イ
ン
ド
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
華
麗
な
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
で
（
早
変
わ
り
等
）
ス
テ
ー

ジ
狭
し
と
躍
動
感
い
っ
ぱ
い
の

ダ
ン
ス
に

魅
了
さ
れ

る
と
と
も

に
、
飯
南

町
か
ら
マ

ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
い

〜
に
ゃ
ん
」

（
ね
こ
の

隊
友
会
活
動

駐
屯
地
餅
つ
き

　
　
　

行
事
に
参
加

永
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

業
務
隊

　

准
陸
尉　

園
山　

隆
之

　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
神
西
沖
町

祝 

定
年
退
官

事
務
局
次
長　

築
森
寛
喜

１
月
定
年
退
官
者

マ
ス
コ
ッ
ト
）
が
来
場
、
時
々

移
動
し
な
が
ら
見
せ
る
可
愛
い

仕
草
に
親
子
が
近
寄
っ
て
は
大

歓
迎
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
開
庁
62
周
年
の
出

雲
駐
屯
地
の
沿
革
と
今
年
の
各

部
隊
の
活
動
状
況
ス
ラ
イ
ド
で

紹
介
さ
れ
、
あ
の
日
あ
の
時
の

懐
か
し
い
映
像
に
見
入
り
、
時

世
の
流
れ
を
痛
感
し
た
。

　

最
後
は
お
楽
し
み
抽
選
会
に

移
り
、
各
自
の
整
理
券
番
号
に

基
づ
く
当
選
番
号
の
発
表
に
、

子
供
、
女
性
、
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、

職
員
、
隊
員
、
会
員
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
当
た
り
、
数
々
の
賞
品

に
一
喜
一
憂
、
和
気
藹
々
の
う

ち
に
年
末
行
事
の
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
、
迎
春
を
誓

い
散
会
し
た
。

業
務
隊

　

２
等
陸
佐　

青
戸　

信
一

　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
下
古
志
町

２
月
定
年
退
官
者

業
務
隊

　

３
等
陸
尉　

森
山　

幸
二

　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
湖
陵
町

偵
察
隊

　

３
等
陸
尉　

富
長　

重
樹

　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
駅
南
町

３
月
定
年
退
官
者

偵
察
隊

　

陸
曹
長　

糸
賀　

公
一

　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
小
山
町

業
務
隊

　

３
等
陸
尉　

岩
成　

公
雄

　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
知
井
宮
町

偵
察
隊

　

准
陸
尉　

坂
本　

史
朗

　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
斐
川
町

偵
察
隊

　

陸
曹
長　

鶴
原　

孝
志

　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
中
野
美
保
南

業
務
隊

　

陸
曹
長　

玉
木　

満
則

　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
西
代
町

５
月
定
年
退
官
予
定
者

偵
察
隊　

陸
曹
長　

本
田　

和
資

施
設
隊　

陸
曹
長　

黒
川　

政
弘

業
務
隊　

陸
曹
長　

金
山　

幸
弘


